
あゆみだより

                   日本の伝統文化に触れる 

 

一年で最も寒い日が続くといわれる 2月。感染症が流行る時期でもありますが、寒い日も元気に遊ぶ子どもたちの

姿にたくましさを感じます。今年度も残り 2カ月となりました。子どもたちの成長を見守りながら、一日一日を大切

に過ごしています。 

「鬼は外！」「福は内！」と園内に子どもたちの元気な声が響き渡る節分。「もうすぐ豆まきだね。」と友だちと話

しながら、楽しみにしています。当日は子どもたちの健康を願いながら、鬼退治を頑張ろうと思います。今年は保育

士扮する鬼ではなく、クラスごとに子どもの発達に合わせた鬼退治を行う予定です。どんな節分になるか、お楽しみ

に…                                                        

先月は正月遊びに餅つき、今月は節分、来月はひなまつり、と日本の伝統文化に触れる行事が続きます。 

杵と臼を使い実際の餅をつく餅つきは数年ぶりでした。私自身も久しぶりということもあり、数日前に頭の中でシ

ュミレーションをしてみました。すると、全体の流れは一通り把握していたのですが、肝心の始めのつき方や出来上

がりのタイミングなど細かい所がよく分かっておらず、ずっと餅つきに詳しい職員頼みだったことに気が付きまし

た。その職員は既に退職しています。慌てて元職員に連絡をし、当日助人として来てもらいました。おかげで他職員

にもポイントとコツを伝授してもらい、幼児クラスの子どもたちは無事、美味しいお餅を食べることが出来ました。

当日お手伝いしてくださった保護者の皆さまも、本当にありがとうございました。    

乳幼児期は五感が著しく発達する時期です。コロナ禍も小麦粉粘土を使って餅つきごっこを続けてきましたが、実

際に餅米が蒸しあがった時の匂いを嗅いで、ついている音を聞き、柔らかい食感を味わう事は「ごっこ」では経験出

来ません。五感は実際にものに触れたり、見たり、聞いたり、味わったり、匂いを嗅いだりする事で更に成長してい

きます。このように子どもの感じる全てのものが、子どもたちの未来をつくります。私たち大人は普段の生活に加え

て、昔から伝統文化として継承されてきた日本ならではの行事を大切に守っていかなければならないと改めて感じま

した。日常の生活に彩りと豊かさを添えてくれる日本の伝統行事を、これからも子どもたちと一緒に楽しみながら経

験していきたいと思います。 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        岸本 正子 

 

いつも喜んでいなさい 

「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。」（テサロニケⅠ ５：１６，１７，１８） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 喜怒哀楽は、人間に本来備わった感情です。嬉しいことがあれば喜び、辛いことがあれば悲しみます。けれども、聖書は「いつも

喜んでいなさい。」と勧めます。そんなことができるのでしょうか。確かにいつも喜びに満たされていることができれば素晴らしい

です。でも、現実はそうはいきません。その時は喜びがあっても、すぐになくなってしまいます。それどころか、不平や不満が湧き

出て、心が塞いでしまうことが多いです。では、聖書は無理な注文をしているのでしょうか。この御言葉の最後にこうあります。

「これこそ、キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです」と。「キリスト・イエスにおいて」がポイン

トです。イエス・キリストを信じることによって、つまり、イエス様に信頼し、ゆだねていけば、いつも喜ぶことができるのです。

私たちを愛して、私たちのために十字架にかかって下さった真実なイエス様に信頼していれば、絶えず喜びが与えられます。イエス

様とは、そのようなお方なのです。 
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2 月の行事 

2 日（金） 節分のつどい 

 年齢に応じた節分のつどいを各クラスで行います。節分の絵本を見ながら、 

オニの姿を想像してみたり、歌を歌ってみたり・・・。給食では、「鬼ライス（乳児食、幼児食）が出ます。豆は窒息・

誤嚥事故につながる恐れがあるため、園では食べませんが、豆まきはする予定です。 

9 日（金） おわかれ遠足（ひばり組）について 

 今年卒園をするひばりぐみのみんなで、楽しい思い出を作りたいと思います。場所は海遊館です。 

詳細などは後日クラスから配信をいたします。 

24 日（土） たのしいつどい（幼児クラス） 

ひばりぐみ 11:00〜12:00  

めだかぐみ 9:00〜10:00  

つくしぐみ 9:45〜10:45  

この一年どのように子どもたちが成長したのか、保護者の方と一緒に遊ぶことを通して、見て聞いて感じていただけ

たらと思っています。動きやすい服装でお越しください。詳細については、後日、各クラスより配信いたしますので、

ご確認ください。 

 

お知らせ 

＊1月 22 日（月）おもちつきをしました。 

 そして 23日（火）は小麦粉粘土でおもちつきをしました。 

 今年は久しぶりに杵と臼を使い、本物のおもちつきを楽しむことができました。もち米からお餅になる様子を側でみ

ながら「すごーい！」と感動する声や、お手伝いに来てくださったお父さんが杵でつき始めると「よいしょーよいしょ

ー！」とかけ声をかけたり、お餅ができるまでの過程もたくさん楽しんだ子ども達です。お餅は「おいし～！」とみん

な大喜びでした。 

お手伝いに来てくださった保護者の皆さんありがとうございました。 

お願い 

＊お休みの連絡について 

 欠席の連絡を担任に口頭や電話で連絡を頂いた場合でも、必ずコドモンに「欠席」入力をお願いいたします。また、

現在も感染症が流行していますが、体調不良の場合は、症状を詳しくご入力ください。病院受診される際は「保育園に

通っています」とお伝えください。保育園は、集団生活の場になります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

家族の方が体調不良の場合は登園の見合わせをお願いします。また、ご家族の方が感染症の場合もお知らせください。

よろしくお願いいたします。 

 

＊インターホンの前でお名前を必ず名乗ってください 

お名前が聞こえないことが多いです。不審者侵入など防止のため、ご協力よろしくお願いします。 

 

＊習い事などのお迎えについて 

兄弟も一緒に降園をお願いいたします。保育はご両親共にお仕事の時のみとなっています。 

 

＊3月 23 日（土）の年度末会議です。土曜保育のご協力をお願いします。 

 3月 23日（土）は、保育室の新年度準備、職員全体での年度末会議が一日あります。新しい一年を過ごしていくにあ

たり、保育園が子どもたちにとって「安心して生活できる場」となるために、私たち職員がどうあるべきかを考える会

議です。ご都合をつけていただき、お家で過ごしてくださいますよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

3/23 の土曜保育の申し込みはコドモン入力が出来なくなっています。どうしてもご両親ともに仕事でご協力者もいらっ

しゃらない場合には事務所にお声かけください。 

  


